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しはじめに
紀元前3000年から紀元前後までの古代西アジアにおいては、Jltアジアにおける漢字文明闘に1&敵する
大文明閣が築かれていた。それは、当該文明を担った文字の名に因んで現形文字文化閣とも称せるもので
あった。この文字によって記録された 模形文字の発明者と註される人々の使用言語であるシュメー
/し語から、その継承者であり伝播者であったセム諸肢の言語、さらにインド・ヨーロッパ語に属する古代
ペルシャ語やヒッタイト諾まで、実に多様である。当時の外交用語は、帝国の公用語であった、セム語J践
に属するアッカド諾(二大方言であるパビロニア諾とアッシリア語とを含む総称)であり、それが摸形文
を使flし続けたために、長期にわたり広範な影響力をJg_えたのである。ヒッタイト語や、半世紀ほど前
に発見されたウカ、、リット語、近年法rく姿を現したエブラ詩など、 1契形文字の解説によって初めてその全貌
が知られ、あるいは今日知られ始めた言語や文化、そして民族は数多い(音声形式を言語分析のための最
とする)。現代の言語学者にとって幸いだ‘ったのは、漢字やエジプト聖刻文字と異なり、規形文字
が母音を表記した点にある。当時のメソポタミアに対l侍する文明を誇ったエジプトも、その語紫の幾らか
が開時代の模形文字によって記録されたお陰で、僅かながらも、当時の母?主体系の幾分かを推践できるの
である 1)。
さて、その模形文字によって記録された主要言語の一つであるアッカド語は、解読から 1世記以上を縫
て、言語体系が大幅に解明された状態にあるとは言え、例えば勤前語幹の種類と機能に関しでも、まだま
だ決議をみない状況が随所に見られる。今日の標準的アッカド詩文法を集大成した Sodenがしばしば強調
するように、個々の言語資料の精密な記述的研究を通して、これまでに推定された文法範白書の実誌ないし
検証を、今後一層推進する必要があるへ
2 • 罰自吉
本稿の目的はニつある。 アッカド語学溜の観点から、結似した紛らわしい形式が交錯して決
ネ {Jr:J:i大手作文化教育学部 iヨヱド・アジア文化議座
り この墳に関しては、主に次の文献が有益で、ある。杉 努契Ifj文字入1"Jj'1公新設、 1968，C. ウ才一カー(大城光JE訳、
矢島三ピ炎紋修)出2形文字j 学~f!}林、 19950 亀井孝、河野六郎、千野手t:z一樹 rtrtifi~f:火終L自己三省堂、 1988の fアッカド
認J(11; )1 1 守幸:J\éj't)のJ1'L エジプト総lこ関しては、 V. デイヴィズ(矢 }i主文夫監修、拙;j)~)エジプト聖刻文学;学主主吉林、
19960 
2) Soden， s86cなど。
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して単純とは言えない動詩体系の習得のために、その学宵過程でしばしば確認する必要に迫られる活用形
を学習者に簡便な形で郎擦に提示することにある。さらに、一つは活用形の生成過程に関与する諸規則を
言語学的観点から解明するために、コンビューターによるシミュレーションを通してその手掛かりを得る
ことにある。「手掛かり jとここで言うのは、言語学的に妥当と見なされる活用形生成の仕組みを、コン
ピューターを用いて文字どおり「機械的」に活沼表を作成する仕組みに、必ずしも一対ーに対応させ得な
いことを認めるからである。また、場合によっては第一の詩的を箆先した結果、本稿ではその種の対応、が
織底していない部分がある。さらに、本論文で扱うのは、強変化動詞、いわゆる「規則動詞jのみのパラ
ダイムであり、しかも命令形も除外している。これらは、本訴究のi浪界でもある。
3 .先行研究と本研究の慈豪語
コンビューターによる動詞生成のシミュレーションは就に実現されている可能性が考えられなくもない
が、現在のところーっとして公開されていないへまた、 CD-ROMという記憶媒体があれば、すべての動
認についてその実証される活用形の一々を余すところなく入力することも可能で、あるから、動認生成の仕
組みをプログラム化する必要は、必ずしもない。インターネット上で公開されているアッカド語文法入門
にしてもへ活用表の一部を並べているにすぎない。したがって、本稿において動認活用形が生成される仕
組みをシミュレーションし、そのプログラムを公開し、批判と検討に晒すことは、無意味ではなかろう。
本研究の意義は、その切っ掛けを提供することにある。
ここで試行された諸々の規則は、多くの研究者の地道な研究の積み重ねにより解明されてきたものであ
る。膨大な粘土板文書に散在する倍々バラバラの形式を体系fちして、務然とした活用表に緩めあげるまで
には、やはり数十年に渡る研究の蓄積が必要であった。 Sodenは、その集大成の一例である。
本研究の独創的な部分は、あくまでも、コンピューター・シミュレーションという手法によって、これ
まで倒別的あるいは部分的に暗示され想定されてきた、動詩語幹とその活用形の生成の仕組みを、明示的
に整会的に捉え直そうとした点にある。機械的処理あるいは SEDを用いたシミュレーションの利点は、暖
i珠な処理を許さないことにある。そのため、場合によっては相互に矛臆する音韻規則の存在を浮かび上が
らせることもある。それらを照らし合わせた上で、ゴi三文法的な形式を生成しないように厳密に規則の適用
}I殴序を調整しなければならない。本稿のこのような研究手法は、これまで音韻論の主流を占めてきた考え
方に最も適合するものでもある。
いずれにしろ、本訴究により、大した道呉立ても必要とせず、ごく限られた記憶容量で、アッカド語動
詞の基本的な活用形のほぼ全てを生成する仕組みを学習者に提供する可能性が示された5)。
3) 既にプログラミングを終えて本稿執築中に、 1ミ巴iner，E.， A Linguistic Aηalysis 01 Akkadian， The Hague， 1966を入手し
た。その補i立に当時の資総論の手法による重~J羽生成主足立IJが示されている。外見はプログラミングを思わせるものの、:Jji:;f品の
自的とする、ユーザーの姿求iこ応じて活用形をま毛泳する仕組みではない。とはぎえ、 Reinerの生成競l!iH土、動おという狛
象的ぷ詞範鳴がその直接続成案へ分肢・変換を主主ねながら27t斡を派生するi島松を厳密オニ)1交をj立って示した点において、参考
にすべきことが多い。祭者l土、 Sodenに対する見解の一部を第4間関アジア言語研究会(1998年7fJ4日、京都政業大学)
において発表した。その際の質疑応怒と Reinerとを含めてPi.検討したものを、稿を改めて年度内に他に発表する予定であ
る。
4) http://www.sron.ruu.nl/など。
5) これを可能にしたのは、 -it!fのフリー ・ソフトウェアの存犯である。本研究では特に GREPとSEDに多火の忍Jl¥を絞って
いる。このような研究を可能にするツール類の存在があって初めて、本研究は務恕され、実効性を試すことができた。この
ようなツール綴を無償で提供された研究殺に心からの翁;立を表明したい。 他に、パッチ・ファイルを実行する OSとして、
MS-DOSを使用した。
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4.アッカド語動詞活用形構成繋
ヰ.1.動詞活用接辞
アッカド諾動詞は人称(1・2・3)・数(単数・複数)・性(努性・女性)が融合した形式を動詞語幹
に接辞して活用させる。その活用接静には 2種類ある。一つは現在形6)・完了形・過去形に共通で‘、語幹に
前接する(場合によってはさらに語幹に接尾辞が加わる形式を持つ)接辞体系(表 1)と、一つはもっぱ
ら状態形と命令形が関与する接毘形式のみからなる接辞体系(表2)とである。それらの接辞を備えた活
用形の雛形を以下に示す。アッカド詩文法では規尉動認の活用表を例示する場合に語根 prsを用いる
晋演があるので、本稿もそれに倣う。ただし表l、表2では、接辞との遣いを際立たせるために、語幹母
音Vを含む語幹部分は大文字で表記した。小文字の部分が活用接辞である。各表のti端の略号は上で説明
した 3穂の文法範囲存の組み合わせで、例えば、 m3sは男性・ 3人称・単数を意味する。的立語頭を、:は:長
を示す。
1 表2
m3s 者iPRVS m3s #PRVS 
f3s 者taPRVS f3s # PRVSat 
m2s 書taPRVS m2s # PRVSa:ta 
f2s 者taPRVSi: f2s # PRVSa:ti 
cls 者aPRVS cls 書PRVSa:ku
m3p # iPRVSu: m3p 非PRVSu:
f3p 存iPRVSa: f3p 非PRVSa:
m2p 非taPRVSa: m2p # PRVSa:tunu 
f2p # taPRVSa: f2p 非PRVSa:tina
clp 者niPRVS clp 者PRVSa:nu
4.2.動詞派生語幹形成接辞
アッカド語動詞には、主要語幹として 4語幹、つまり基本語幹G (=Grundstamm) と主に使役形を派
させる第 2語根重複語幹D(ニDoppe]ungsstamm)、語幹形成素話を付加する言語幹、そして語幹形成
nを付加して主に受け身形を派生させる N語幹などが設定される。そして、その各々に対してさらに語
幹派生の接中辞(-ta- …tan-)が加わる表3のような動詞語幹体系が想定されている。この各語幹から、
さらに現在形・完了形・過去形・命令形・不定詞・分詞・状態形などが形成されるのである(本稿は、そ
のうちの人称変化を行なう 4活用形のみを考察する)。
?
〈 ?
?
??? ???
Gtn 
Dtn 
Stn 言DSt2 
N Ntn 
R Rt 
6) Sodenによる名祢。 Huehnergardや MilIer& Shippでは durative。本稿では、 durと!日各記した。
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4.3.データ
活用表全体は、表3の語幹がそれぞれ現在形・完了形・過去形・状態形などの派生語幹を形成した上で、
さらに表lまたは表2の接辞を組み合わせた形で構成される。ここではアッカド詩文法の慣例に倣い、 3
人称・1手数・5母性形 (m3s)を各語幹の代表形として掲げ、本稿の論述に必要な形式を一覧表治している
40 SDの墳の空欄は例証されないことを示す。極めて稀にしか例証されない RおよびRt語幹について
は、ヱts:稿では触れない)。
4 
語幹 現在形 完了形 過去形 状態形
G lparras iptaras lprus pans 
Gt iptarras iptatras iptaras pitrus 
Gtn iptanarras lptatarras lptarras pitarrus 
D uparras uptarris uparns purrus 
Dt uptarras uptatarris uptarris putarrus 
Dtn uptanarras uptatarris uptarns putarrus 
き usapras u話tapris usapns suprus 
Stl u話tapras ustatapris u話tapris 話utaprus
St2 u話taparras u話tatapns u話tapris 話utaprus
Stn u話tanapras u話tatapris u話tapris 話utaprus
SD usparras u話taparris usparns 
N lpparras lttapras lppans naprus 
Ntn ittanapras ittatapras ittapras ltaprus 
i二述のとおり、実際には、表4に掲げた各形式が表1、表2の活用接辞に従ってさらに語形を変化させ
るのであるが、表4の派生形式認の関係が生成規則として抽出できるなら、人税;接辞を{'joうそれらの諮形
変化は人称等による形態の指定とすることで、言語学的にも無理なく説明でき、プログラムの面でも簡単
に機械的に処理できる。したがって、本稿では表4の活用表の派生形式のみを取り上げる。
5 .形態繁記列規則
動詞活用形は、まず語根に派生語!砕を形成する形態素が接辞して語幹を形成する段階がある。本節では、
そのl祭の偲々の規則を帰納的に取り出す過程は省略し、試行錯誤によるシミュレーションを重ねて最終的
に作成したパッチ・プログラムを、まず最初に(フoログラムの実行には不安な行番号と各行毎の簡単な説
明を付けて)示す。次に、処理の大まかな流れを解説する。
(1) EC託oOFF 
( 2) IF“% 1"一一""GOTO? 
(3) IF “%2"，口ヱヱロ“stat"GOTO stat 
( 4) grep % 3 base > bs 
(5) GOTO BS 
( 6) :stat 
: i頭部表示を摘す
:寵用j去を表示するラベル?に飛ぶ
:状態形が入力されたらラベルstatに飛ぶ
: 1患の活用形は表 lの人称接辞
:選択後、ラベルBS(こ飛ぶ
ラベルstat
し、
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( 7) grep % 3 stat > bs 
(8) :BS 
(9) IF“%1 
(10) IF“%1 
(11) IF“%1 GOTOG 
(12) IF“%1 “口"GOTO N 
(13) IF“% 1"一一“ntn"GOTO N 
(14) IF“% 1"一一“d"GOTO D 
(15) IF“% 1"一一“dt"GOTO D 
(16) IF“% 1"一一“dtn"GOTO D 
(17) IF“% 1"一一“sd"GOTO D 
(18) IF“% 1"一一“s"GOTO $ 
(は19ω)IF “% 1"ヱ一口一“Sぜtγ"GOTO $ 
(は20紛)IF “ % 1" 出一2一“ s坑t正a"GOTO $ 
(ω21日)IF “ % 1'"之之出口口:之之コ之:之 口口口出口之之之
; (22) :G 
(23) type bs > next 
(24) GOTO NEXT 
(25) :N 
(26) sed s/P INP I bs > next 
(27) GOTO NEXT 
(28) :D 
(29) sed s/R/RRI bs > next 
(30) IF“% 1"一一“sd"GOTO sd 
(31) GOTO D$ 
(32) :sd 
(33) type next > bs 
(34) :$ 
(35) sed s/P I$P I bs > next 
(36) :D$ 
(37) sed sl￥(弘￥)1￥1ulnext > D$ 
(38) type D$ ) next 
(39) :NEXT 
(40) IF“% 1"一 GOTOta 
IF“% 1"一一“dt"GOTO ta 
(42) IF“%γ一一“st"GOTO ta 
(43) IF“% 1"一一“sta"GOTO ta 
('14) IF“%1 “就が， GOTO tan 
:状態形は表2の人称接辞を選択し、次項へ。
:ラベル BS
:入力された詰i枠に応じて、 4ラベルに分岐
:向上
:同上
: I可上
: ITlJ二
.同上
.向上
向上
:同上
: I可j二
: I可j二
:同上
: I可上
:ラベルG
.次のステッブのためにファイル名を変更
:ラベルNEXTに飛ぶ
:ラベルN
-第 l語根の議に詩幹形成案Nを挿入した
後、
:ラベル NEXTに飛ぶ
:ラベルD
:第 2語根を重複した後、
:語幹言。はラベルsdに飛ぶ
.その他l土、ラベルD$に飛ぶ
.ラベパ./sd 
-次の上書き処理のためにファイル名を変更
:ラベ/時
第l語根の前に語幹形成索 Sを挿入した後、
:ラベルD$
ら2衣子目の位援に uを挿入し、
:次のステッブのためにファイル名を変更
:ラベル NEXT
:語幹形成案 -ta-を持つ語幹はラベルtaに
飛ぶ
:向上
:河上
.向上
:語幹形成索 tan-を持つ語幹はラベルtan
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(45) IF“% 1"一一“ntn"GOTO tan 
(46) IF“% 1"一一“dtn"GOTO tan 
(47) IF“% 1 "=="stn" GOTO tan 
(48) type next > nxt 
(49) GOTO NXT 
(50) :ta 
(51) sed s/￥([P$Ju*'i) /￥1 ta/ next > nxt 
(52) GOTO NXT 
(53) :tan 
(54) IF“%2"一一"dur"GOTO tan 2 
(5) sed s/￥([P$NJuキ￥)/￥ltan/next > nxt 
(56) GOTO NXT 
(57) :tan 2 
(58) sed s/￥([P$NJu本￥)/￥ltana/next > nxt 
(59) :NXT 
(60) IF“% 2"一一“dur"GOTO DR 
(61) IF“%2"一一“pf"GOTO PF 
(62) IF“% 2"一一“pret"GOTO PT 
(63) IF“%2"一一“stat"GOTO ST 
(64) :DR 
(65) IF“%1 
(6) IF“%1 
GOTO DR 2 
GOTO DR 2 
(67) IF“% 1"一平“gtn"GOTO DR 2 
(68) IF“% 1"一一“n"GOTO DR 2 
(69) IF“% 1"一一“ntn"GOTO DR 2 
(70) sed y/V /a/ nxt > last 
(71) IF“%1"==“sta" GOTO RR 
(72) GOTO END 
(73) :DR2 
(74) sed -e y/V /% 4/ -e y/o/a/ nxt > last 
(75) IF“% 1 GOTO RR 
(76) IF“% 1"一一“gt"GOTO RR 
(7) IF“% 1"一一“gtn"GOTO RR 
(78) IF“%1"==“n" GOTO RR 
(79) GOTO END 
lこ力主j.~~
・向上
.向上
.向上
:他は、次のステッブのためにファイル名を
変更し、
:ラベルNXTに飛ぶ
:ラベルta
-第 1語根か接辞$(と挿入母音u)の後に ta
を挿入、
:ラベルNXTに飛ぶ
:ラベルtan
:現在形ならラベルtan2に飛ぶ
:飽は、語幹形成接辞tanを指定位査に挿入
した後、
:ラベルNXTに飛ぶ
:ラベルtan2 
:語幹形成接辞tanaを指定枝置に挿入後、
次項へ。
:ラベルNXT
-現在形はラベルDRに飛ぶ
.完了形はラベルPFに飛ぶ
.過去形はラベルPTに飛ぶ
:状態形はラベルSTに飛ぶ
:ラベルDR
:G系列の語幹はラベルDR2に飛ぶ
:同上
:向上
:N系列の語幹はラベルDR2に飛ぶ
:向上
: f也の語幹は、語幹母音を aに書き換えた後、
:語幹話t2はラベルRRに飛ぶ
:他は、ラベルENDに飛ぶ
.ラベルDR2 
:語幹母昔を辞書の指定に従って書き込み、
:語幹GはラベルRRに飛ぶ
:語幹GtはラベルRRに飛ぶ
:語幹Gtnはラベルヌヌに飛ぶ
:語幹NはラベルRRに飛ぶ
他は、ラベルENDに飛ぶ
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(80) :RR 
(81) sed s/R/RR/ last > tmp 
(82) type tmp > last 
(83) GOTO END 
(84) :PF 
(85) sed s/￥([PN$J￥)/￥1ta/ nxt > pf 
(86) IF“%1 
(87) IF“%1 
GOTO PF2 
GOTO PF2 
(88) IF“% 1"一一“gtn"GOTO PF2 
(89) IF“%1"=口ぺ}"GOTO PF2 
(90) IF“% 1"一一“ntn"GOTO PF2 
(91) sed y/V /i/ pf > last 
(92) GOTO END 
(93) :PF2 
(94) sed -e y/V /% 4 / -ey/o/a/ pf > last 
(95) GOTO END 
(96) :PT 
(97) IF“%1"==“g" GOTO PT2 
(98) IF“% 1 "=="gt" GOTO PT2 
(99) IF“% 1"一一“gtn"GOTO PT2 
(100) IF“%γ'一一“n"GOTO PT2 
(101) IF“% 1"一一“ntn"GOTO PT2 
(102) sed y/V /i/ nxt > last 
(103) GOTO END 
(104) :PT2 
(105) sed y/V /% 4/ nxt > pt 
(106) IF“%1 GOTO PT3 
(107) IF“% 1"一一“n"GOTO PT4 
(108) sed y/o/a/ pt > last 
(109) GOTO END 
(110) :PT3 
(111) sed y/o/u/ pt > last 
(112) GOTO END 
(113) :PT4 
(114) sed s/R[oa]/Ri/ pt > last 
(115) GOTO END 
(116) :ST 
(117) sed s/￥(非."5f)/￥1v/ nxt > st
:ラベルRR
第2語根を重複した後、
:次のステッブのためにファイル名を変更し、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルPF
:指定位置に完了語幹形成接辞一切 を挿入
し、
:G系列の語幹はラベルPF2に飛ぶ
:向上
:同上
:N系列の語幹はラベルDR2に飛ぶ
.向上
:他は、語幹母音を iに書き換えた後、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルPF2 
.語幹母斎を辞書の指定に従って書き込み、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルPT
:G系列の語幹はラベルPT2に飛ぶ
:同一上
:向上
:N系列の語幹はラベルPT2に飛ぶ
:向上
:他は、語幹母音を iに書き換えた後、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルPT2 
:語幹母音を辞書の指定に従っ
後、
:語幹GはラベルPT3に飛ぶ
:語幹NはラベルPT4に飛ぶ
き込んだ
母音交替語幹の母音を aに書き換えた後、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルPT3 
:母音交替語幹の母音を uに書き換えた後、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルPT4 
:語幹母音を iに書き換えた後、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルST
:語頭から 2番自の位置に無指定母音を挿入
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(118) IF“%1 GOTO ST2 
(119) IF“% 1"一一“n"GOTO ST3 
(120) IF“%1 
(121) IF“%1 GOTO ST4 
(122) IF“% 1"一一“ntn"GOTO ST5 
(123) sed y/vV /uu/ st > Iast 
(124) GOTO END 
(125) :ST2 
(126) sed -e y/vV /a% 4/ -e y/o/i/ st > Iast 
(127) GOTO END 
(128) :ST3 
(129) sed y/vV /au/ st > Iast 
(130) GOTO END 
(131) :ST4 
(132) sed y/vV /iu/ st > Iast 
(133) GOTO END 
(134) :ST5 
(135) sed -e s/Nv/i/ -e y/V /u/ st > Iast 
した後、
GはラベルST2に飛ぶ
.語幹NはラベルST3に飛ぶ
Gt はラベルST4に飛ぶ
:語幹GtnはラベルST4に飛ぶ
NtnはラベルST5に飛ぶ
:他は、挿入母音と語幹母音を u-uと書き
換え、
:ラベルENDに飛ぶ
.ラベルST2 
:持入母音aと時書指定の語幹母奇か iに
き換え、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルST3 
:押入母音:と語幹母弘之を a-uと告:き換え、
:ラベルENDに飛ぶ
:ラベルST4 
.挿入母音と語幹母音を l-Uと書:き換え、
:ラベJJ.ENDに飛ぶ
:ラベルST5 
:接辞射器、挿入母音と語幹母音を i-uと
き
(136) GOTO END ラベルENDに飛ぶ
(137) :?龍用法表示のためのラベル
(138) ECHO Input: %% 1 :g/gt/gtn/d/dt/dtn/s/st/sta/stn/sd/n/ntn 
(139) ECHO Input: %% 2 :dur‘/pf/pret/stat 
(140) ECHO Input: %% 3 :mfc/321/sp 
(141) ECHO Input: %% 4 :o/a/i/u 
(142) :END 
(143) sed -gf finaI.sed Iast 
①語幹名の入力を1J立す表示
:②活用形の入力を促す表示
-③人称接辞の入力をf足す表示
.④語幹母?去の入力を1)立す表示
.ラベルEND
:SEDスク 1)ブトの笑行(次節参照)
5.1.解説 (行畿の数字はよ詑パッチ@ファイルの行番号である)
137-141 :語幹毎の活用表を出力するのに必要な4項目を指定(入力)するよう、ユーザーに促す。 4項
[=1とは、①表3の語幹のいずれか(ただし、 gotoコマンドで使用するラベルとの関誌で、 Stliまstに、 St2
はstaとしている)、②現在形 (dur)・完了形 (pf)・過去形 (pret)・状態形 (stat)のいずれか、③男性
形 (m)・女性形 (f)・共通形 (c)のいずれか、④語根毎に語葉的に、つまり辞書において指定される
母音(ここでoとしたのは、いわゆる母音交替 (Ablaut)語幹といわれるもので、 a/ i / uのいずれでも
ない母音というつもりでゐる)。
37:ユーザーの指定(入力②)に詫い 2禄の活用接詳のいずれかを自動的に選択し(入力がは引の;場
アッカド諸規則動諸活用表自動作成プログラム 37 
合J土表 2を、それ以外は表 1を選択。これらは、 statとbaseという二つのファイルに格納されてい
る。)、その一覧表の中からさらに、人称・数・性に応じた活用接辞を伴った語幹を選択する。ここで基本
形 (bs)が出力される。
8 -21 :ユーザーが指定(入力①)した語幹に飛ぶ。語幹に加わる接辞により、 G、N、D、話の 4系列が
認められる。
22-24 : G系列 (G、Gt、Gtn)は、特に接辞を加えることがない。
25-27: N系列 (N、Ntn)は、語幹の第 l子音の前に語幹形成接辞Nを付加する。 Ntは存在しない。
28…29、31、36-39:D系列 (D、問、 Dtn)は、 29で語幹第2子音を重複させた後、さらに37で語頭から
2番自の位置に母音uを持入する。ここで、接頭型接辞(表 1)の場合に非文法的な母膏連続が生じる
が、それは、次節(~ 6 )で述べる音韻規則 9で削除して誠整される。
34-39 :話系列(語、 8t1、話位、 8tn、話D)は、 35で語幹第 1子育の前に語幹形成接辞言を付加した後、 37
で語頭から 2番目の位寵に母音uを挿入する。母音連続に関しては、 D系列の場合と同じ処理が施され
る。
28-30、32-39:語系列の内、 8Dのみは29でD系列の、 35と37で言系列の、つまり両方の語幹形成接辞を
適用される。
40…49 :以上4系列毎の語幹形成を終えて出力された形式 (next) を、接中辞 taー または tan-を挿
入する規別を適用するための入力形として、振り分ける。
50…52 :接中辞 -taー は、第 I諮根?または語幹形成接辞話の後に、ただし D系列語幹および色系列語
幹の状態形では語幹形成の際に挿入された母音uの後に、挿入される。 Ntは存夜しない。
53-58 :接中辞 -tan は、現在形では -tana-の形、その他の活用形では -tan-の形をとり、いずれも
第 1 語根 P または語幹形成接辞 N または話の後に挿入する。状態形における挿入母音 u の扱いは、接 ~11辞
la の場合と i可じである。
60-63 :以上の語幹拡張競郎の適用を受けた出力形 (nxt) を、現在形・完了形・過去形・状態形の 4形
式の入力形として振り分ける。
64-69、71:現在形は、 G、N河系列と D、話両系列で、派生の方法が大きく異なる。また、 8t2も一部特異
であるため、振り分ける必要がある。
70: D系列および説2を含む系列では、 をaに変えて現在形を生成する。
73-83: G、N両系列の現在形は、辞書で指定された母音を維持するが、その内の Ntn以外の語幹とS系
列rtの8t2語幹においては、第 2語根を重複させることにより他のfI寺市!との弁加を行う。
84-85、91-92:完了形は、全系列において第 l語緩または語幹形成接辞N、話の後に接中語学一taー を挿入
する。その際、 D、話両系列においては同時に語幹母音を iに変える。
86-90、93-95:G、N両系列の完了Jfラでは、語幹母音は辞書の指定を維持する。
96、102-103:過去形では、 G、N以外の系列つまり D、き両系列におい をiに変える。
97-101、104…115:G、N両系列においては、過去形形成の際の語幹母音の張る舞いが犠々である。 Gお
よびNを除く語幹の場合、 を維持し、母音交替語幹では母告すま aである。しかし、
GおよびNに関しては、独自の規制が必要である。 Gでは母音交替語幹で語幹母音二がuとなり (11日、 N
とおよび指定母音aを持つ語幹とで母音が iとなる (114)。
116-136 :状態形については、語頭から 2番目の位置に挿入される母音 (v)と語幹母音 (V)との組み合
わせに 5つのパタンが見られる(下の表Sを参照。ただし、 D系列およびS系列に関しては母音の担が同
じなので、代表語幹しか示していない。)。したがって、規f!iJにもそれを反映させている。もっとも、規制
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132と135とは、語幹形成索 nの関与を除けば母すの組み合わせの型そのものはi司じである 7)。
表5
三3五ロヤ点i八プおロ平l= 13~ . 母音交替 a u 適用規制
D purrus 同左 同左 陪左 123 
S suprus 民左 同左 同左 123 
G pans laba話 paqid 126 
N naprus 同左 paqud (同左) namgur (同友) 129 
Gt pitrus 同左 mitluk (毘左) ritgum (同左) 132 
Gtn pitar・rus i司左 mitalluk (伺ft_) ritaggum (同左) 132 
Ntn itaprus 司友 itapqud (同左) 135 
5.2.考察
以上の語幹形成規制は、辞議:的意義をmう語根に、文法的意義を担う諸々の形態素が関与して出力され
る形式を扱ったものである。これらの規則は、まず第一に、形態素の挿入位置を指定したり交答すべき形
態素を指定する点に特徴がある。第二に、共通の形態論的特徴(子音重複や母音交替の型を?をむ)を持つ
語幹同士を振り分けるという特徴があった。この振り分けの過程で、母音の型に隠して、 D系列と話系列
に、またG系列と N系列に共通点があること、さらに、諮幹Gと諮幹Nに現在形の子音重複などの共通
性が見られること、などが確認された。
一方、さらに考察・検討すべき点も明らかになった。例えば接中辞-tan-は、ほとんどの語幹において
現在形にしか明白な形で現れない。現:(:E形以外ではほぼ全ての形式で一回一拡張語幹と関形意義をなしてい
る。同形意義は、この他にも、 Gの完了形と Gtの過去形、 Gtの現在形と Gtnの過去形、 D.話.Nの各完
了形と Dt(n). St(1，2，n) . Ntnの各過去形に見られ、アッカド諾動詞体系は同形意義で溢れている。文法
体系として不都合はなかったのか、言い換えれば、動詞体系は正しく再建されたのであろうか。
これに対する言語学的解釈はひとまず別の機会に譲り、こうして形成された形態素結合のみからなる
Ii玲から、古f部構成等、諾の表面形を調接して文法的形式を出力するためには、さらに次能の音韻規加を適
用する必要がある。
6 .音譲渡部
本館では、前節で
として認定されるのに必嬰な形式つまり丈法的形式へと、表百朗耳形を整える規員尉リをJ扱及う七。前節同様、 まず競
HIJを掲げた後に解説する。ここで適用される規則のほとんどは、原則的に形態論的条件が付かない。また、
音韻的条件さえ整えば、動認に践定されることなく、他の品詞にも適用される性質を持つことが予想され
る規則である。この一連の音韻規出は、 SEDスクリブトファイルとしてファイル名 finalに収められ、上
記パッチ・ファイルの最後の行 (143)で実行される。
ア} これを'玲務、子 i;r層、母資問からなる多議格迭と従え院す妓i庄の理論的背景(自律分節泊二音H~命)については、ごく簡略なが
ら、 Katamba，F.，An Introduction to Phonology， London， 1989を参照されたい。
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( 1 )者e
(2) # def c 'bdgxyklmnpqrsS$tTwzPRS 
( 3) # def v aiu V 
( 4) s/n￥(@c@c￥)/ミミ1/
(5) s/[NnJ琴(@c￥)/手1"'f1/
( 6) s/￥(@c"'f)￥1￥(@c琴)/￥1￥1a￥2/
( 7) s/￥(@c@c認￥)￥(@c@c琴)/ぞ1a￥2/
( 8) s/￥(@v@c￥)@v￥(@c@v￥)/￥1￥2/ 
(9) s/u@v/u/ 
6.1.解説
1 定義宣言行
2 :二子音定義行。アッカド語の子務官二索目録、大文字表記した語根子音を含む。
3 :母音定義行。アッカド語の母音音素目録、大文字表記した語幹母音を含む。
4 語幹形成素N以外のnを頭音とする 3二子音連続があれば、頭古このnを削除する8)。
例えば、 Dtnや Ntnの過去形などで up-tan-rris> uptarris， in…tan-pras > ittapras 
5 :語幹形成索 Nを含む nを頭音とする 2子音連続があれ誌、 nが後続子音に伺イじする。
例えば、 Gtnの過去形や Ntnの現在形などで ip-tan-ras> iptarras， in-parras > ipparras 
6 :重複子音を頭音とする 3子音連続があれば、重複子音の後に母音aを挿入する。
例えば、 Nの過去形などで i-n-pris> ippris (5の適用)> ipparis 
7 : 3子音または 4子奇連続があれば、母音aを挿入して子音連続を分割する。
例えば、語、 SDの現在形などで・ uふpras> usapras， u話一p-rras> usparras 
8 :開音節が2つ連続する場合、 2番目の関音節の母音を削除する叱
例えば、 Gtの完了形や状態形などで ip-ta-ta-ras> iptatras， pi-ta-rus > pitrus 
9 :母音uの後に地の母音が続く場合、 uを残して他を制i徐する (uは地の母音を上書きする)。
例えば、 Dや Dtの現在形などで u-iparras> uparras， u-ip…ta…rras > uptarras 
6.2. 
これらの音韻焼別に関して、音韻理論上最も問題となるのは、規制の適用順序である。来たして、
39 
規則には適用すべき厳格なJI渋序が定められていて、しかもそれぞ、れの規則はただ一度しか適応されないの
か。それとも、適用順序など存在せず、音韻条件さえ満たせば、場合によっては何度でも、適用されるの
か。本研究で使用した SEDは、スクリブトに並べられた書き換え命令を上から)般に実行する仕組みを備え
ているため、適用}I演序の検証には格好のプログラムである。以下、主として適用順序の問題を検討する。
音韻規制 4とSから判断する限り、適用)IJ員序の指定は必要で、ある。規制 5の方がうもに適用されると、その
後の規制の波沼によって、例えば過去形において次のような非文法形式いを付けた形式)が派生する:
N Dtn Ntn 適用規制
8) Soden、s20i。
9) Soden、'il2b、Co
40 際、 2j又 1月 Ii議
i-N-pr・is u-p-tan-rras l-n-tan-pras 
持'ippris 場'uptarrras ネittappras 5 ([NnJC> CC) 
4 (nCC> CC) [適用不能]
lppans キuptarraras 本ittapparas 6 (C1C1C> CC，aC) 
いずれも、規則 5の適用によって規則 4の適用条件が消滅し、それが適用されなかった結果生じた形で
ある(ただし、 Nの退去形については問題ない)。たとえ規出 4の適用条件を 13子安の連続」と緩和して
も、非文法的形式の生成は避けられない。ただし、非文法的形式を生じるのは、今度は Nの過去形の方で
ある:
N Dtn Ntn 適用規則
i-N-pris u…p…tan-rras l-n-tan-pras 
*ippris 本uptarrras *ittappras 5 ([NnJC > CC) 
*ipris uptarras Ittapras 4 (CCC> CC) 
6 (C，C，C > C，1aC) [適用不能]
したがって、以下に示すとおり、規則 4は競剖 5の実行前に適用しなければならない:
N 
i-N…pris 
*i-N-pris 
勺ppris
lppans 
Dtn 
u-p-tan-rras 
up-tarras 
Ntn 
i-n-tan…pras 
*in…tapras 
ittapras 
適用規開
4 (nCC> CC) 
5 ([NnJC> CC) 
6 (C1C，C> C，CaC) 
ただし、途中で非文法的形式ドippris) を生じる点は、認知音韻論で、問題となるかもしれない 10)。
ところで、規則 6の適用条件を錆えた形式は規則 5が適用されて初めて生じる形式である。したがって、
音韻規制がl図限りしか適用できない性質を持つものであるなら、 5と6の適用順序を変更することは必
然的に規加 6を適用しないこと、つまり規則 6は存在しないことを意味し、非文法的形式を生じる:
N 。tn Ntn 適用規NIJ
i-N-pris u-p-tan-rras i-n-tan-pras 
*i-N-pris up-tarras *in山 tapras 4 (nCC> CC) 
6 (C，C，C> C，C，aC) [適用不能]
*ippris lttapras 5 ([NnJC> CC) 
規制 6と規制?の場合も、次の例のように適用)11員序を変えることができない:
10) 認知J~t:;.泌総については、 Goldsmith， ]. (ed.)，γ'he Lωt PllOl1ological Rule， Chicago， 19930 終にその中のLakoff，G.， 
Cognitiv巴Phonologyには多くの示唆をfi}たものの、本械で;土そのもち泡!をほとんど実現できなかったα 一閃{土、その目的
に応じたツールカ、予許iこないためて納あるが、あるいは、守望者がSEDのft絡を光分lこ生かし切っていないのかもしれない。
線数ボ願いたいところてwある。
Nの過去形
i-N -pris 
*ippris 
本lpapns
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Ntnの完了形 Ntnの過去Jf; SDの現在形 適用規制
トN-ta…tan-pras i-N -tan-pras u-s…pras 
ittatapras ittapras 4 & 5 
usapras 7 (CCC> CaCC) 
6 (C1C1C> C1CaC) 
[:i翠用不能]
これに対し、適用}I頃序を変えた次の例ではいずれも文法的形式を生成している・
Nの過去形 Ntnの完了形 Ntnの過去形 言。の現在形 適用規別
i-N-pris トN…ta-tan-pras i -N -tan-pras u-話-pras
ネippris lttatapras lttapras 4&5 
lppans 6 (C1C1C> C1CaC) 
usapras 7 (CCC > CaCC) 
以上のような結果に基づき、本節に掲げた規則は、上の}I開字で一部浪り適用される場合を想定した配列
になっている。それは、基本的には、規射の適用}I頃序を外的に指定するという、これまでの音韻論で有力
であった立場を反映したためであるが、地方、シミュレーションに使用したSEDというプログラムの仕様
から必然的にもたらされた制約でもある。シミュレーションはJjJjとしても、少なくとも、適用順序の指定
に反論できるような解決法は、今のところ見出していない。
とこるが一方、ある形式が適用条件を備えさえすればいつでも、何度でも規制が適用され効力を発揮す
ると仮定した場合は、規則 6と規制 5の適用順序はどちらが先でも出力結果は らない:
N Dtn Ntn 適用規制
i-N-pris u-p-tan-rras i…n-tan-pras 
i-N-pris up-tarras in-tapras 4 (nCC> CC) 
6 (C1CC> CCaC) [適用不能]
ネippris uptarras ittapras 5 ([Nn]C> CC) 
lppans 6 (C1C1C > C1 1aC) 
この場合は、結局、規則の適用}I頃序が悶定されていないのと同じ効巣をもたらしている。生成過程でー
丘生じた非文法的形式が規則 6の適用条件を備えたために、直ちにその適用を受け、結果的に文法的形式
に変換されたのである。もっとも、上の開示から明らかなように、規制 6は単に規期 5の前て快適用されて
いないだけだとも言える。これと同様の状況は、規制?と規則8との関係にも見られる。このニつの規則
は、一方が母音を挿入し、他方が母音を部除するという相反する効巣を発揮するものである。つぎの派生
を参照されたい (SDの現在形では規則 7が2回適用されているとも考えられる): 
Gtの完了形 Gtの状態形 Sの過去形 SDの現在形 適用規則
ip-ta…ta-ras pi-ta-rus u-s-pns u-s-p-rras 
42 J，不本 i年J I災
us-a-pns 本 vusaparras 
usparras 
8 (CVCVCV > CVCCV) 
7 (CCC> CaCC) 
8 (CVCVCV> CVCCV) 
Ipta-t-ras pi-t-rus 
上の出力結果は、規出 7と8をその順序で(ただし、規期?を 2偲)適用した下の場合と異ならない:
Gtの完了形
ip-ta-ta-ras 
Gtの状態形 話の過去形 SDの現在形 適用規則
pi…ta…rus 
??
???
?
?
…?
?
?
? ?
…
?
??
? u-s…p…rras 
ネu話aparras
usparras 
7 (CCC> CaCC) 
8 (CVCVCV> CVCCV) Ipta-t-ras pI-t-rus 
もっとも、適用笛数に制限がなくとも、規則 4と5の場合には、傾序が変われば非文法的な形式が生じ
る:
N Dtn Ntn 適用規則
i-N-pris u-p-tan-rras i…n…tan…pras 
本ippris ネuptarrras ittappras 5 ([Nn]C> CC) 
4 (nCC> CC) [適用不能〕
5 ([Nn]C> CC) [j践用不能]
Ippans 点uptarraras *ittapparas 6 (C，C，C> CtC，aC) 
このように、一部には適用娯序を定めないと非文法的形式を生み1:'.してしまう規目せがあると雨時に、一
部には適用}I僚序に関係なく丈法的形式を生み出す規則があることもまた、事実である。さらに、最終的に
は適用瀬序に影響されない規則の中にも、一旦は他の規則の適用を受けて非文法的形式を生じてしまう場
合もあれは、派生途上でもf患の規制の適用環境に影響を受けることも与えることもない規Hせもある。規制
9は、その種の、地の規制との交渉、がない剣である。そのような規則陪の然干渉、無交渉とも言える状況
は、 SEDの仕捺のままでも、該当する規則の伎霞を交換したり、規則 1から 9に至る一連の境期全体を再
逮用することで確認できる。これは、上で検討したとおりである。生成途上で生じる非文法的形式を出力
して確認することも可能でbある。
生成過程で非文法的形式を生じても、生成途上の形式は表面に現れることは決してないため、三本稿では、
最終的に文法的形式を整えていれば特に問題としなかった。そのことは、規則の適用組序を指定すること
と共に、生成音韻論に対して認知音韻論が鋭い批判を向ける点であるが11)、ここでは るに止める。
7 .結議および今後の課題
以上のシミュレーションの結来、今後解明を嬰ずることがらは少なくないことが明らかになった。例え
ば語幹形成に関して言えば、語幹拡張形態素…tan-の現われ方が現夜JF;でのみ特殊なこと、現在形語幹形
成のための形態論的予段が単一で、ないこと、一頭でそのように多様な語幹形成手段が利用されるにも拘わ
らず同形意義が極めて多いこと、などである。
11) 泊riW:をYl.よ。
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同様に、音韻規則に関しでも、今後さらに輪討すべきことがらが多い。 例えば、規加 7で3子音連続と
4子音連続を同一規出で処理するのは、適切かo SDの現在形で検討したように(S6.2.)、4子音連続の場
合は、母音挿入によって 3子育連続の音節構成を調整する過程が2回!関与しているのではないのか。つぎ
に、 nの戸H七あるいは削除が関与するこつの規則(4と5)において、語幹構成索の Nと派生語幹 (-tan
-)の一部に含まれる nとが異なる振る舞いをするのは、規則の立て方に問題があるのではないか。さら
に、音韻規財の3つの規則 (4、6、7)は、 3子音以上の子音連続を解消してcvまたはcvcのニ品二節から
なる連鎖へと単語の1会節構成を整える規立せである。同ーの機能を持つ規則が3種類も存在し得るのか。特
に、 Sodenの1想定する規J:!1j4は来たして音韻論的に妥当なものであろうか。最後に、認知音韻論では規則
の適用)1頃序を指定することに反対する。それを支持する証拠も幾っか見られるものの、適用順序を指定し
なければならない証拠も厳に存夜する。適用環境の記述を工夫することで適用順序の指定を閤避できるの
か。
目的の項 (S2 )で断ったとおり、本稿はアッカド語動詞体系派生の骨組みを扱ったに過ぎず、今回掘ら
した項目が幾らか残されている。一つは、命令形であり、一つは、弱動詞または「不規則動認」と言われ
る形式である。アッカド語を含むセム語においては、「不規則J動誌とは言っても、音韻規出で派生可能な
形式である。少なくとも、インド・ヨーロッパ諸語における不規制動詞ほどの餌別的処理を要求する性質
のもの、あるいは辞書で扱うべき類のものではない。今後は、それらの形式をも含めた活用形を派生でき
るシステムを工夫する必要がある。
ヱド稿の活用形生成プログラムの試行結果を幾っか例示する。
c:琴〉
上のようにプロンブトが表示されたら、パッチ・プログラム名に続いて、①語幹、②活用形、③人称接
辞、③諮幹母音、の)1阪で入力する:
c:￥>paradigm g dur m 3 S 0 
これは、①G語幹・②現在形・③3人称単数男性形・④語幹母音交替動部の活用形を要求しているので
ある。続いて 1)ターン・キーを押すと、その結果が次のように行頭に人称接辞の見出しを伴って出力され
る。
c:￥〉
m3s iPaRRaS 
ここで、項目③を入力する際に、特定の人称・性・数を指定せずにどリオドを入力すると、一組の人称
譲読を含む活用表全体を表示することができる。例えば:
c:王手>paradigm ntn pret . 。
と入力すると、次のような出力結果を縛る。
c:￥〉
m3s ittaPRaS 
f3s tattaPRaS 
m2s tattaPRaS 
f2s tattaPRaSi: 
cls attaPRaS 
m3p ittaPRaSu: 
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f3p ittaPRaSa: 
c2p tattaPRaSa: 
c1p nittaPRaS 
さらに、別の入力例を示す。
c:"F>paradigm sta stat . 0 
その結果、次の活用表が出力される。
c:琴〉
m3s $utaPRuS 
f3s $utaPRuSat 
m2s $utaPRuSa:ta 
f2s $utaPRuSa:ti 
cls $utaPRuSa:ku 
m3p $utaPRuSu: 
f3p $utaPRuSa: 
m2p $utaPRuSa:tunu 
f2p $utaPRuSa:tina 
clp $utaPRuSa:nu 
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Abstract 
In this paper I tried to make explicit the phonological rules which generate principal paradigms 
of Akkadian strong verbs， including almost al the derived stems， modelled on the root morpheme、
prs. This aim is simply realized and tested by a batch file and a SED script file with two additional 
files which contain affixes of person， gender and number. These small files will facilitate the learning 
of complicated Akkadian verbal paradigms， and make the language more accessible. 
